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ＪＡ秋田ふるさとは、新たな期待を創造します。
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【特 集】
健康生き活き
100歳プロジェクト



レシピ

我が家自慢の
レシピを伝授！

　

キ
ュ
ウ
リ
の
歴
史
は
古

く
、
日
本
で
は
平
安
時
代
か

ら
栽
培
さ
れ
て
い
た
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
今
で
は
緑
色

の
未
熟
な
状
態
を
食
べ
て
い

ま
す
が
、
昔
は
完
熟
さ
せ
、

黄
色
く
な
っ
た
も
の
を
食
べ

て
い
た
の
だ
そ
う
。
キ
ュ
ウ

リ
の
語
源
が
「
黄
瓜
」
か
ら

き
て
い
る
と
い
う
の
は
そ
こ

に
由
来
し
ま
す
。

　

パ
リ
ッ
と
し
た
歯
ご
た
え

の
あ
る
食
感
が
特
徴
の
キ
ュ

ウ
リ
。
そ
の
95
％
は
水
分

で
、
暑
い
夏
の
水
分
補
給
に

適
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
カ

リ
ウ
ム
も
含
ま
れ
て
お
り
、

火ほ

て照
っ
た
体
を
冷
や
す
効
果

や
体
に
溜
ま
っ
た
老
廃
物
を

排
出
さ
せ
る
効
果
も
持
っ
て

い
ま
す
。

今月は

キュウリ

①エビ（大粒なものは背ワタを取り、縦に２
等分する）は軽く湯がき、冷水に入れ水気
を切る
②キュウリは７～８センチの長さで千切り、
タマネギ、パプリカは薄くスライス、レタ
スは一口大の大きさにちぎる
③②を冷水にさらし、シャキッとさせたら水
を切り、ボウルに移す
④ドレッシングの調味料を合わせたら③に入
れ、軽く混ぜ合わせ器に盛り付ける
⑤トマトを８～12等分にし、①と共に④の
上に乗せ、韓国のりと炒りごまを振り掛け
たら完成！

● 材料（４人前）
・むきエビ	 100g
・キュウリ	 2～3本
・トマト	 中1個
・タマネギ	 中1/2個
・パプリカ（オレンジ、黄色）
	 各1/4個
・レタス	 適量
・韓国のり	 適量
・炒りごま（白）	少々

【ドレッシング】
・酢	 大さじ３杯
・醤油	 大さじ２杯
・ごま油	 大さじ1.5杯
・すりごま	 小さじ1.5杯
・塩	 少々
・一味唐辛子	 少々

【 エビと夏野菜の韓国風サラダ 】

　お酢が入っているのでサッパリとし
た味わいで、韓国のりとごまの香りが
食欲をそそる、暑い夏にぴったりのレ
シピです。一味唐辛子がちょっぴり刺
激的で、お酒のおつまみとしても箸が
進みそうです。エビの代わりにタコや
イカ、鶏のササミに代えてもおいしく
いただけます。身近にある野菜で簡単
に作れるので、食卓にもう一品欲しい
時にも彩りを与えてくれます。ドレッ
シングは作り置きしておくと、必要な
時にサッと使えて便利ですよ。

レシピの紹介者

夏野菜をたくさん食べて夏バテ対策 ！

【大雄地区】
小野　正子さん
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8
2017

ふるさとの夏、

ひとりじめっ！

両親（父・拓哉さん　母・千
ち

咲
さ き

さん)と祖父母、曾祖母、
兄（樹

い つ

希
き

くん・５歳）の７人家族。甘いものが大好きで、
お家で作っているスイカが夏の定番スイーツ！収穫された
スイカが小屋にズラリと並ぶと楽しくなっちゃうよ！そん
な元気いっぱいの紗和ちゃんですが、保育園では周りの面
倒をよくみるしっかりものです。今日はお兄ちゃんと仲良
くスイカの収穫に挑戦します。おじいちゃんと一緒にがん
ばるぞ！

安藤　紗
さ わ

和ちゃん（十文字・4月9日生まれ・3歳）

①大きなスイカ、み～つけた！

②おじいちゃんと一緒に収穫がん
ばったよ！

③お兄ちゃんととっても仲良し！
楽しいね！

（撮影日　７月29日）

①②

③



【特集】健康生き活き100歳プロジェクト
　ＪＡ秋田ふるさとでは、昨年から「自らの健康は自らの手で」をモットーに、助け合いと活力ある
地域づくりを目指した「健康生き活き100歳プロジェクト」を立ち上げて活動しています。
健康で明るく豊かな生活を送るヒントを一緒に探してみませんか？

「健康生き活き100歳プロジェクト」って？Ｑ.

プロジェクトの参加対象は？

　　お子さんからご年配の方まで地域にお住まいの方であればどなたでも参加いただけます！

Ａ.　　 健康寿命100歳を目標に「運動」「食事」

 「健診・介護・医療」の3つの活動を主体に、
さらに「ゆとりといきがい」の活動を加えた地域住民の
心身にわたる健康寿命を創造する活動です。

（※）健康寿命とは…平均寿命から介護を要する年数を引いた年数
WHO（世界保健機関）が2000年に提唱した指標で、
自立して健康に暮らすことができる期間と定義されています。Ｑ.

Ａ.
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　四季折々の景色を見ながらウォーキングを楽しむ「歩こう
会」をはじめ、ゴルフ大会やグラウンドゴルフ大会、ゲートボー
ル大会、バレーボール大会などのスポーツを通じた交流や親
睦を深め、心身ともに健康を目指した活動を実施しています。

　生活習慣病予防の料理講習会や子育て支援施設「りんご
ちゃんひろば」での食の安全に関する講習会など、毎日の
食事や食生活を見直し、「健康寿命」を伸ばす取り組みを実
施しています。

運動

食事

健診
介護
医療

　健康診断の受診率向上を図るため、事後指導や認知症サ
ポーターの養成講座、平鹿総合病院による健康講話や福祉
課による介護福祉相談が受けられる健康推進大会を開催し、
参加者のみなさんの日常生活をサポートしています。

【特集】健康生き活き 100 歳プロジェクト

外の空気を吸
いながら

みんなで楽し
く

ウォーキング
！

食育についても学びを深められます！

健診の結果や健康講話から
健康への意識を高めていきましょう！

次のページでは
夏バテを乗り切る
対策と予防を紹介します！



【特集】健康生き活き100歳プロジェクト

今年の夏を「健康生き活き」に過ごすための

夏バテ対策と予防
～運動・食事・生活習慣で

夏の暑さを乗り切ろう！！～

　夏バテとは、夏の暑さに身体が順応出来ずに現れる様々な症状の総称です。
　暑くなって気温が上がると、皮膚の血管が拡張し、血液が体内の表面に集まっ

て汗を出します。夏は多量の汗をかくため、水分に加えてナトリウムやミネラル

など、身体の調子を整える栄養素も排出され、体内のバランスが崩れてしまいま

す。また、湿度が高いと汗の蒸発が妨げられ、体温の調節が難しく熱が体内にこ

もって疲れやすくなります。

　暑さによって「暑い→だるい→食欲がない→消化力の低下→食欲不振」と悪循
環も起こり、暑さで寝付けなかったりすると生活のリズムが崩れがちになりま

す。しかし、クーラーなど冷房器具の使用により室内外の温度差が激しくなると

自律神経の乱れを引き起こしたり、冷たいものを食べすぎることで胃腸の機能低

下が起こりやすくなります。

　夏バテを予防し、乗り切るためには、食事と生活リズムの安定化、そして軽い
運動を加えることが良い方法です。暑い夏を乗りきるために、日常生活で出来る
対策をしてみましょう。

平鹿総合病院監修

6JA通信 2017. 8



【特集】健康生き活き100歳プロジェクト

【運動のポイント】

①夏バテしない身体を作るには、有酸素運動が効果的です。
　ウォーキング、ラジオ体操などもお勧めです。
　ただし、熱中症には気を付けましょう。

②水分補給は、脱水症状を予防する目安として、朝・晩の体重の差が2％を超えないように、
こまめに取りましょう。ミネラル分を補うために、麦茶やほうじ茶、スポーツ飲料も良いで
しょう。

【食事のポイント】

①食事は量よりも質を考えて摂りましょう。

②香辛料を上手に使って食欲増進を。

③冷たいものを摂りすぎないようにしましょう。
（適度なアルコールは食欲増進効果がありますが、飲みすぎは注意！）

④新鮮な野菜や果物をたっぷり摂
と

り、ビタミン・ミネラルを補給。

⑤ビタミンB1補給を忘れずに。(体内の栄養をエネルギーに変換する働きがあります）
※ビタミンB1を多く含む食品…豚肉、うなぎ、大豆、玄米、ほうれん草、ごま　など

⑥クエン酸を積極的に摂って疲労回復。
※クエン酸を多く含む食品…レモン、グレープフルーツ、オレンジ、梅干し　など

【生活習慣のポイント】

①冷房設定は、自律神経への影響を少なくするため、外気温との差が5℃以下を目安とし
ましょう。ただし、身体状態に合わせて、大きな温度変化を受けないよう調節しましょう。

②しっかり睡眠をとりましょう。
　できない場合は、20分程度の昼寝で補うと効果的です。

③規則正しいリズムある生活を。（夜更かしはやめ、就寝と起床時間を一定に保ちましょう）
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August 2017

▲多くの報道陣がつめかけた

スイカ出発式
ふるさとの夏をお届け
全国26市場へ出荷
　西

すい か

瓜部会は７月14日、出発式を雄物川集
出荷所で開き、生産者のほか県や市、ＪＡ担
当者など30人が出席しました。市場へ向け
出発するトラックを前に、今シーズンの集出
荷作業の安全と目標販売額の達成などを祈念
し、テープカットが行われました。トラック
には県オリジナル品種の「あきた夏丸チッ
チェ」などが積まれ、ドライバーへＪＡ全農
あきた青果物キャンペーンレディ「ミスフ
レッシュ」による花束の贈呈も行われまし
た。今年のスイカは６月上旬の低温による影
響で、生育に１週間ほどの遅れが生じました
が、しっかりとしたシャリ感と十分な糖度に

仕上がりました。
　本格的な出荷は７月下旬から８月下旬に
かけて、県内や関東、関西など全国26市場
に出荷されます。部会では今年度、出荷量
6727㌧、販売額13億円を目指しています。

▲ミスフレッシュが試食用スイカを振る舞った

▲ドライバーへ花束の贈呈が行われた

▲目標必達と安全を祈念しテープカットが行われた

▲「釣りキチ三平」のイラストが目印
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August 2017

　ＪＡは７月９日、会社勤務で週末に農業を
営む従事者や農業経験の少ない初心者を対象
に、管内4地区で日曜稲作現地研修会を開き、
20人が参加しました。米穀課の佐々木了専
任指導員が幼穂形成期の確認方法や栄養診断
と本田管理のポイントを説明しました。佐々
木指導員は、茎数が少ないまま中干しした場
合、分けつ量が下がり、収量にも左右するこ
とを喚起。「茎数を確保し、中干しは幼穂形
成期前までに終了できるようにしてほしい」
と参加者に呼び掛けました。また、平年より
もカメムシの発生が早まっていることから圃

ほ

場内のヒエやホタルイなどの雑草対策や、農
道や畦

け い は ん

畔の草刈りの徹底も呼び掛けました。 ▲幼穂を確認する参加者

▲佐藤勇部会長は「高品質のエダマメを作ってい
こう」と呼び掛けた

▲目ぞろえ会では品質や形状などについて確認

▲稲の栄養状態を見極め、しっかり穂肥を施
せ

用す
ることを呼び掛けた佐々木指導員（左）

　枝豆部会は７月13日、平鹿支店で出荷講
習会と目ぞろえ会を開き、県や市場担当者、
部会員など60人が参加しました。講習会で
は生育状況や今後の栽培管理、販売状況につ
いて確認。平年よりも生育に一週間の遅れが
生じていましたが、７月に入り順調に推移。
今後は気温上昇に伴う適期防除の徹底を確認
しました。市場担当者からは「ふるさと産の
エダマメは高い評価を得ている。８月から９
月にかけて遅れを取り返せるように出荷をお
願いしたい」と話しました。目ぞろえ会で
は現物と出荷規格表を見ながら品質や形状、
色
し き た く

沢、莢
さ や

の大きさ、収穫適期の判断基準、出
荷の留意点などについて確認しました。

日曜稲作現地研修会
幼穂形成期の栽培と
本田管理の基礎学ぶ

枝豆出荷講習会・目ぞろえ会
高品質生産目指し
管理徹底を確認
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平鹿総合病院と直売の会
新鮮な地元産農産物を
病院食で提供
　平鹿総合病院は、７月１日から「たっぷり
横手野菜月間」を開始しました。地元産農産
物で心身の回復を応援する取り組みで、今年
で７年目を迎えました。期間中には、病院食
にＪＡ直売の会「ふるさと安心畑」会員が生
産し、同院に納品したトマトやジャガイモ、
ズッキーニなどの夏野菜を使用し、週５回入
院患者に食材の栄養価を示したカードを添え
て提供しています。病院食を食べた入院患者
の一人は「栄養成分のカードで勉強しながら
おいしく食べられた」と感想を話していまし
た。同院栄養科の石山香管理栄養士は「患者
さんに喜んでいただけるよう今後も地元産の
野菜の提供をしていきたい」と意気込みを話
しました。同取り組みは、８月31日まで実
施しています。

▲入院患者からは「地元の食材が使われていて嬉
しい」という声があがった

▲青年部員の指導を受けながらキュウリの管理作
業を体験した生徒

▲リンゴの木に鳥獣対策のための糸張りを体験

▲直売の会会員が生産する野菜を同院栄養科の調
理士へ届ける

平鹿中学校と青年部
農業体験交流で
ふれあい生まれる
　横手市立平鹿中学校２年生94人は、キャ
リア教育の一環として７月25日に夏休みの
期間を利用したＪＡ青年部との交流事業であ
る農業体験交流の１回目を行いました。
　始めは農機具の扱いなどに戸惑う生徒たち
でしたが、青年部員からの指導を受けながら
徐々に慣れた手つきで作業を進めていきまし
た。生徒は「実際にやってみて農作業の大変
さを感じた」と感想を話し、農業への学びを
深めていました。
　農業体験交流は８月22日までの期間中に4
回実施し、１グループ３、４人に分かれて青
年部員の圃

ほ

場
じょう

などで収穫や管理作業などを体
験します。
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ＪＡふれあいセミナー
地場産野菜を生かして
おいしく調理
　ＪＡは７月４日から12日までに管内８地
区で品目研修会と料理講習会を開き、280人
が参加しました。地域住民を対象にしたＪＡ
ふれあいセミナーの一環で、5日には横手支
店で開催し、地域住民やJA女性部員など30
人が参加しました。品目研修会では、漬物の
素などの製造元である永長産業㈱営業課リー
ダーの宮崎宏

こ う

之
の

佐
す け

さんを講師に迎え、同社の
素を使った手作りのトマトケチャップと焼肉
のたれの作り方を実演。料理講習会では、実
演で作ったトマトケチャップと管内産の野菜
を使った「高野豆腐のチキンライス風」と焼
肉のたれを使った「こんにゃくステーキ」を
参加者全員で調理し、試食しました。参加者
は「ヘルシーなのに食べごたえ十分。家でも
試したい」と笑顔で感想を話していました。

▲「高野豆腐のチキンライス風」と「こんにゃく
ステーキ」（写真右）を作った参加者

▲天候にも恵まれ生き生きとプレーする参加者

▲写真右から３位の高橋さん、準優勝の藤原さん、
優勝の松本さん

▲「管内は野菜と果物の生産が盛ん。豊富な食材
を生かしてほしい」と話す宮崎さん（右）

組合長杯グラウンドゴルフ大会
日頃の練習の成果を発揮
はつらつプレー
　「第14回組合長杯争奪グラウンドゴルフ大
会」（主催：ＪＡ秋田ふるさと・共催：ＪＡ
秋田ふるさと年金友の会連絡協議会）が８月
２日、横手市赤坂総合公園グラウンドゴルフ
場を会場に行われ、管内24支部から169人
が参加しました。
　大会に先駆けて、小田嶋契代表理事組合長
が「自分の全力を出して、元気に楽しく、い
い汗をかいてほしい」とあいさつ。
　参加者は32ホールでスコアを競い、上位
15人に与えられる全県大会の出場権を目指
し、熱戦を繰り広げました。

なお、大会の主な結果は次の通り

【優　勝】松本　永四郎さん（浅舞）65
【準優勝】藤原　英男さん　（山内）67
【第３位】高橋　ライ子さん（黒川）68
※数値はスコア
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展
着
剤
は
、
散
布
し
た
薬
液
が

散
布
作
物
な
ど
の
表
面
に
広
が
り

均
一
に
付
着
す
る
の
を
助
け
ま

す
。（
図
１
）
こ
の
働
き
を
す
る

の
が
展
着
剤
の
有
効
成
分
で
あ
る

界
面
活
性
剤
で
す
。

【園芸指導
】

展着剤の役割と使い方

【指導員】　園芸課　佐藤　譲

　

界
面
活
性
剤
の
中
に
は
、
湿
潤

や
吸
湿
、
浸
透
、
乳
化
、
分
散
、

起
泡
、
洗
浄
、
吸
着
、
被
膜
形
成

な
ど
様
々
な
作
用
を
持
つ
も
の
が

あ
り
、
一
般
展
着
剤
、
機
能
性
展

着
剤
、
固
着
性
展
着
剤
の
３
種
類

に
分
け
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ

う
な
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

一
般
展
着
剤

　

展
着
剤
の
中
で
最
も
種
類
が
多

い
の
が
こ
の
一
般
展
着
剤
に
な
り

ま
す
。
薬
剤
の
付
着
性
や
湿
展
性

に
優
れ
、
被
膜
面
を
広
げ
る
効
果

が
高
い
で
す
。
た
だ
し
、
濃
度
を

上
げ
す
ぎ
る
と
薬
害
の
心
配
や
被

膜
面
を
広
げ
る
効
果
が
強
く
な
り

す
ぎ
て
薬
液
の
付
着
量
が
少
な
く

な
り
、
効
果
が
下
が
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
薬
剤
で
は
グ
ラ
ミ
ン
Ｓ

や
ハ
イ
テ
ン
パ
ワ
ー
な
ど
が
あ
り

ま
す
。

機
能
性
展
着
剤 

　

作
物
へ
の
浸
透
、
浸
達
性
を
持

ち
、
薬
液
（
有
効
成
分
）
を
積
極

的
に
作
物
に
「
浸
み
込
ま
せ
る
効

果
」
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
病
原

菌
や
害
虫
の
細
胞
な
ど
の
標
的
部

分
に
よ
く
付
着
す
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
ア
プ
ロ
ー
チ
Ｂ
Ｉ
や
ニ
ー

ズ
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

固
着
性
展
着
剤

　

薬
剤
の
被
膜
層
を
厚
く
す
る
こ

と
で
、
付
着
量
を
多
く
し
ま
す
。

ま
た
、
作
物
の
表
面
へ
有
効
成
分

を
固
着
さ
せ
、
薬
剤
の
残
効
性
を

高
め
ま
す
。（
図
２
）
主
に
保
護

殺
菌
剤
や
予
防
剤
の
雨
前
散
布

に
加
用
し
ま
す
。
ア
ビ
オ
ン
Ｅ

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

薬
液
の
作
り
方

　

薬
液
を
作
る
時
に
は
混
ぜ
る

順
番
が
あ
り
ま
す
。
水
を
張
っ

た
タ
ン
ク
に
、
一
般
的
に
は
界

面
活
性
剤
の
多
い
順
に
混
ぜ
て

い
き
ま
す
。
初
め
に
展
着
剤
を

入
れ
、
製
剤
を
水
中
で
分
散
さ

せ
や
す
く
し
ま
す
。
二
番
目
に

乳
剤
を
入
れ
ま
す
。
乳
剤
は
油

状
で
す
が
、
薬
剤
の
中
に
界
面
活

性
剤
が
入
っ
て
い
る
の
で
混
ざ
り

や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。
最
後
に

フ
ロ
ア
ブ
ル
剤
や
水
和
剤
を
入
れ

ま
す
。

　

展
着
剤
を
入
れ
過
ぎ
る
と
薬
害

な
ど
の
心
配
が
あ
る
の
で
、
使
用

条
件
や
使
用
上
の
注
意
事
項
を
厳

守
し
て
く
だ
さ
い
。

薬
液
の
付
着

　

作
物
に
は
水
に
濡
れ
や
す
い
も

の
と
濡
れ
に
く
い
も
の
が
あ
り
ま

す
。
一
般
的
に
果
樹
は
濡
れ
や
す

い
作
物
で
、
イ
ネ
や
ム
ギ
は
濡
れ

に
く
い
作
物
に
な
り
ま
す
。
野
菜

で
は
品
目
な
ど
に
よ
っ
て
違
い
ま

す
の
で
表
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ

い
。（
図
３
）

　
展
着
剤
と
は
、
農
薬
を
付
着
さ
せ
や
す
く
す
る
た
め
の
も
の
で
、
農

薬
の
効
果
を
高
め
る
と
い
う
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
種
類
や

特
性
を
知
り
、
最
大
限
の
効
果
を
引
き
出
す
よ
う
適
切
に
使
用
し
ま

し
ょ
う
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125時間目

②①

④

地元の特産・スイカについて
学びを深めよう！

①②播磨さんのご家族やアルバイトのみなさんでスイカの
箱詰めや出荷作業をおこなっていた　③播磨さん（右）か
らおいしいスイカの見分け方などを教わった　④日焼けを
防ぐために藁をかけて栽培されるスイカ　⑤播磨さんのス
イカ畑を背に記念撮影。私たち地元の高校生もスイカの魅
力を伝えていきます！（撮影日７月25日）

スイカの知識を活動に
活かしていきたいです！

③

　私たち雄物川高校家庭クラブはスイカ農家の
播磨和

か ず よ し

宜さんを訪問し、雄物川の特産であるス
イカの栽培について取材しました。播磨さんの
スイカは県内外に出荷されており、私たちがう
かがったときはスイカの箱詰めと出荷作業をし
ていました。
　播磨さんが育てているスイカは「あきた夏丸」
や「あきた夏丸チッチェ」などで、糖度11度
以上の甘さと食感がよい秋田オリジナルの品種
です。中でも「あきた夏丸チッチェ」は一人暮
らしや核家族の家庭にぴったりの小玉品種で、
人気が高まっています。私たちもごちそうにな
りましたが、甘くてみずみずしく、とてもおい
しかったです。おいしいスイカは、皮にハリが
あり、黒の縞

し ま

模様がはっきりしているものが良
いそうです。小玉スイカは叩いたときの音が高
いと甘みがあり、大玉スイカは低く響いた音が
するものがおいしいということも教えていただ
きました。
　スイカは、育てる過程で水分や温度の管理が
大変です。日焼けをすると売り物にならないた
め、藁

わ ら

をかけて栽培していることも初めて知
りました。私たちが訪問した数日前（７月22、
23日）には大雨が発生しましたが、管理を徹
底し、お客様にはよいものを届けないと信頼を
失ってしまうというお話もしてくださいまし
た。また、育てて売るだけでなく、情報を発信し、
たくさんの人にスイカの魅力や農業の魅力を伝
えることが大切だとお話してくださいました。
　私たちは、スイカの加工品である「すいか糖」
や「すいかジャム」を使ったお菓子作りや販売
活動をしています。今回学んだスイカの知識を
今後の活動に活かしていきたいと思います。播
磨さん、お忙しい中ありがとうございました。

雄物川高校２年
畠山　春

は る

花
か

さん 佐藤　二
に ち か

知翔さん

⑤
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夏
を
私
た
ち
に
強
烈
に
感
じ

さ
せ
る
果
実
、ス
イ
カ
―
。

口
い
っ
ぱ
い
頬
張
る
と

シ
ャ
リ
シ
ャ
リ
と
し
た
食
感
。
そ
し

て
溢あ

ふ

れ
出
ん
ば
か
り
の
水
分
と
、
濃

厚
な
甘
さ
で
フ
ル
ー
テ
ィ
ー
な
味
わ

い
は
、
う
だ
る
よ
う
な
暑
さ
を
ひ
と

時
忘
れ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

会
社
を
退
職
し
、
就
農

　

県
立
農
業
短
期
大
学
工
学
科
（
現

県
立
大
）
を
卒
業
後
、
大
仙
市
の
土

木
設
計
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
就
職
し

た
加
藤
守
さ
ん
。
会
社
で
は
多
く
の

業
務
が
机
上
で
の
作
業
の
た
め
、
額

に
汗
す
る
と
い
う
事
は
少
な
く
、「
体

を
使
っ
た
仕
事
が
し
た
い
」
と
い
う

思
い
が
強
く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

守
さ
ん
の
家
で
は
両
親
が
ス
イ
カ

と
水
稲
を
栽
培
し
て
い
ま
し
た
が
、

両
親
の
高
齢
化
と
地
域
農
業
を
支
え

た
い
と
の
思
い
で
一
念
発
起
。
13
年

務
め
た
会
社
を
退
職
し
、
就
農
に
踏

み
切
り
ま
し
た
。
就
農
当
初
は
「
縞し

ま

無む

双そ
う

Ｈ
」を
栽
培
し
て
い
ま
し
た
が
、

現
在
は
当
Ｊ
Ａ
の
主
力
品
種
と
な
っ

て
い
る
、「
あ
き
た
夏
丸
」
を
栽
培

し
て
い
ま
す
。

常
に
圃
場
巡
回
し
、生
育
状
況
を
確
認

　

守
さ
ん
は
ト
ン
ネ
ル
移
動
式
栽
培

と
普
通
露
地
栽
培
の
２
種
類
を
採
用

し
て
い
ま
す
。
収
穫
時
期
を
ず
ら
す

よ
う
に
生
育
さ
せ
る
こ
と
で
、
作
業

効
率
の
向
上
と
労
力
の
分
散
を
行
い

ま
す
。
ス
イ
カ
栽
培
は
作
型
や
生
育

ス
テ
ー
ジ
ご
と
に
細
か
な
管
理
が
求

め
ら
れ
ま
す
。
そ
の
中
で
守
さ
ん
は

温
度
管
理
が
「
特
に
重
要
な
ポ
イ
ン

ト
に
な
る
」と
語
り
ま
す
。
定
植
後
、

苗
は
ト
ン
ネ
ル
の
中
で
し
っ
か
り
と

根
を
張
り
ま
す
。
ト
ン
ネ
ル
の
中
は

外
気
よ
り
暖
か
く
、
苗
の
成
長
が
促

さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
日
中
気
温
が

上
が
る
と
ト
ン
ネ
ル
内
部
の
温
度
が

異
常
に
上
昇
し
、
生
育
に
支
障
を
き

た
す
高
温
障
害
を
起
こ
し
て
し
ま
う

こ
と
が
あ
る
た
め
、
ト
ン
ネ
ル
を
開

明
日
を
担
う
生
産
者
た
ち
の
思
い
を
探
る

農
に
生
き
る

加藤  守さん（49）
● 雄物川

Mamoru Kato
生産品目：スイカ　75ａ
　　　　　（普通露地栽培 65a　トンネル移動式栽培 10a）
　　　　　水稲　　4.2ha

丹
念
な
圃ほ

場
巡
回
と
観
察
が

収
穫
時
の
達
成
感
を
生
む

14JA通信 2017. 8



②

け
、十
分
な
換
気
を
行
い
ま
す
。「
私

が
行
っ
て
い
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
が

基
本
的
な
こ
と
」
と
謙
虚
に
語
る
守

さ
ん
で
す
が
、常
に
圃
場
を
巡
回
し
、

細
か
に
生
育
状
態
を
観
察
し
て
い

ま
す
。

日
々
勉
強

　

守
さ
ん
の
営
農
に
お
け
る
モ
ッ

ト
ー
は
「
日
々
勉
強
」。
施せ

ひ肥
を
計

画
的
に
行
え
る
よ
う
、
毎
年
試
行

錯
誤
を
重
ね
て
い
ま
す
。「
自
分
が

心
か
ら
納
得
で
き
る
ス
イ
カ
を
生
産

で
き
た
か
、
と
考
え
る
と
毎
年
反
省

す
る
ば
か
り
。
だ
が
反
省
す
る
こ
と

が
あ
る
と
い
う
の
も
収
穫
」
と
ひ
た

む
き
に
農
業
に
向
き
合
い
ま
す
。
今

後
は
さ
ら
に
労
力
の
分
散
を
図
る
べ

く
、「
あ
き
た
夏
丸
」
よ
り
10
日
程

早
く
収
穫
で
き
る
、小
玉
ス
イ
カ「
あ

き
た
夏
丸
チ
ッ
チ
ェ
」
の
導
入
も
視

野
に
入
れ
、「
消
費
者
の
需
要
に
応

え
る
商
品
を
作
り
た
い
」
と
意
気
込

み
ま
す
。

何
物
に
も
代
え
が
た
い
達
成
感

　

ス
イ
カ
栽
培
は
し
ゃ
が
ん
で
行
う

作
業
が
ほ
と
ん
ど
。
さ
ら
に
大
き
く

育
っ
た
ス
イ
カ
の
収
穫
作
業
は
重
労

働
で
す
。
そ
れ
で
も
守
さ
ん
は
「
収

穫
時
の
達
成
感
は
何
物
に
も
代
え
が

た
い
」
と
笑
顔
で
話
し
ま
す
。
西す

い

か瓜

部
会
の
部
会
員
数
は
３
３
２
人
。
同

世
代
や
年
配
の
方
が
頑
張
っ
て
い
る

姿
を
み
る
と
、「
負
け
ら
れ
な
い
な
」

と
情
熱
を
燃
や
し
ま
す
。
今
年
は
６

月
上
旬
の
低
温
に
よ
り
生
育
や
着
果

に
遅
れ
が
生
じ
ま
し
た
が
、
丹
念
な

圃
場
巡
回
と
栽
培
管
理
の
徹
底
に
よ

り
乗
り
越
え
、
無
事
収
穫
期
を
迎
え

ま
し
た
。
丹
精
込
め
て
育
て
ら
れ
た

ス
イ
カ
は
い
ま
、
秋
田
ふ
る
さ
と
産

ス
イ
カ
を
待
ち
わ
び
る
フ
ァ
ン
の
元

へ
、
届
け
ら
れ
ま
す
。

①色分けされた目印棒を立
て、収穫時期を判断する　②
鳥害を防ぐため設置したカイ
ト鷹。優雅に飛び、圃場を見
守る　③苦労が報われる瞬
間。しっかりとしたシャリ感
と高糖度が特徴の「あきた夏
丸」を収穫する守さん

（撮影日７月22日）
④トンネル移動式栽培で生育した収穫前のスイカ。７月
23日から出荷を開始する

③

④

▲家族一丸となって収穫を行う。喜びはひと
しお

①
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健康情報
後期高齢者歯科健診

ノレーブ歯科クリニック（大森）
山野　浩樹

　７月22日、記録的な豪雨が秋田県を襲いました。横手市では、旧大森町を中心に

冠水や土砂崩れが起き、一部の方々は避難を余儀なくされました。当院は大森庁舎

の近くであるため、床下浸水の被害を受けましたが、幸いにして次の日から診療を

することができました。しかし、近くの町内では床上浸水などの被害が多く、大変

な状況となっています。さらに、スイカなどの農作物の被害が心配されます。心よ

りお見舞い申し上げます。

　さて、今年から75歳以上の横手市民を対象に「後期高齢者歯科健診」が実施され

ております。これは、このコーナーで以前お話しした「歯周疾患検診」と若干異な

ります。「歯周疾患検診」では、歯周病や虫歯の状態を主に調べましたが、「後期

高齢者歯科健診」ではそれだけでなく、噛む力や飲み込む機能、舌の動きの状態、

口腔乾燥状態などを調べていきます。

　高齢になると、飲み込みなどの口腔機能が低下し、誤
ご

嚥
え ん

性肺炎などにかかりやす

くなります。基礎体力の低下と重なって重症化しやすいと言われています。そのリ

スクを調べるためにも、対象となっている方はぜひ受診をおすすめします。

期間は、７月１日から来年１月末日までとなっております。なお検診料は無料で

す。ご不明な点がありましたら、お近くの歯科医院にご相談ください。
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元気なお年寄りを
ご紹介します。

管内で農業や
ＪＡの組織活動を楽しむ
若手をご紹介します。

今回登場してくれたのは、平鹿、金沢
大雄小学校のみなさんです。

　真剣な眼差しでホールポストを狙う繁治さん。７月
20日に行われた金沢地区年金友の会グラウンドゴ
ルフ大会の参加者の中で最年長です。70歳頃から
始め、グラウンドゴルフ歴は20年を超えました。「み
んなで集まって楽しむのがいい」とその魅力を語りま
す。そんな繁治さんの日課は畑仕事と草むしり。「40
歳の時に自動車免許を取得しようとしたら家族みん
なに止められて」と笑いながら話す繁治さんの相棒
は原付バイク。バイクにまたがり、時にはリヤカーを
引き、畑に足しげく通います。健康の秘訣

け つ

は「何で
も食べること」と、「酒とタバコはいい年になったら
やめること」。そして、これからの目標は「まめでかせ
ぐ」こと。バイクで風を切り、畑で汗を流し、趣味の
グラウンドゴルフで仲間と笑う。公私ともに充実して
いる繁治さんです。

「まめ」でバイクに乗って畑仕事をし続けたい

【金沢】　川越　繁
し げ

治
じ

さん（93）

【平鹿】　山田　智
と も み つ

光さん（27）

　東京農業大学を卒業し、就農した智光さん。
就農後徐々に規模を拡大し、現在ではハウス栽
培も含め約60㌃で菊をメインとした花の栽培
をおこなっています。花卉

き

部会に所属し、同部
会で導入しているブラザー制度を利用。２人の
先輩農家の指導を受けながら研鑽

さ ん

を積んでいま
す。「毎年課題を見つけ、乗り越えることで自
らの成長を感じる」、「花は手をかけた分だけし
っかりと応えてくれる」と常に向上心を持って
取り組んでいます。今後はさらに規模を拡大し
ていくか、自分にもっとも適した品目の探求、
栽培サイクルの確立を図るかなど検討中です。
「最終的に地域の担い手として雇用の場を提供
できるようにしたい」と地域のこれからをしっ
かりと見据える智光さんです。

大変なことも乗り越えることで力になる
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管内の学校の食と
農をご紹介します。

読者投稿型企画

横手市立大雄小学校　
２年生33人のみなさん
校長：酒井　浩 先生

　７月19日から24日にかけて横手市立の小中学
校に「横手のごっつぉ給食」が提供されました。
子どもたちに食を通じて、横手市内の豊富な食材
や食文化を知り、農業の大切さと愛着心を育んで
もらうことを目的に実施する事業で、今年で６年
目を迎えます。
　大雄小では７月21日に提供され、横手市の担
当者やＪＡ青年部員との会食をおこないました。
２年生の教室には生産者を代表してＪＡ青年部の
小松宏喜副部長が訪問し、「横手のおいしいごは
んを残さずに食べよう」とあいさつ。２年生のみ
んなは野菜が大好き。夏野菜がたくさん入った給
食に笑顔があふれていました。横手の自然や大地
に感謝しながらみんなで「ごちそうさま」！これ
からも横手の食材を味わって食べてね！

「横手のごっつぉ」ごちそうさまです！

◇期　間　2017年４月～2018年３月10日まで
◇規　定　応募作品は未発表のものとします。写

真は人物の肖像権など被写体に関する
権利を尊重し、応募者の責任で了解を
得てください。また、応募作品は今後の
広報（掲載・紹介）で使用させていただ
く場合があります。なお、作品はお返し
いたしませんのでご了承ください。いた
だいた個人情報につきましては本誌の
編集以外には一切使用いたしません。

◇応　募　写真は２Ｌ以上の大きさのプリントま
たは当ＪＡホームページ

　　　　　（http://www.akita-furusato.or.jp/）
　　　　　からデジタルデータで応募ください。

イラストはハガキでご応募ください。
①氏名（ペンネーム希望の場合はペン
ネームも記入）②年齢③郵便番号④住
所⑤電話番号⑥撮影地と内容などを明
記してください。

◇送り先　〒013-0036　横手市駅前町6-22
　　　　　ＪＡ秋田ふるさと　総務課　広報担当

写真やイラストなどの作品を募集します！

▲P.N.　橙さん　「ある夏の日の夕焼け」

▲Ｔ・Ｋさん　「採れたてを召し上がれ」

「横手のごっつぉ給食」メニュー
（右下から時計回りに）横手の夏野菜カレー、ヨーグル
ト、「あっぷるとん」のメンチカツ、横手の夏野菜サラ
ダ、りんごジュース
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今月のテーマ：『花』

応募作品数…27作品
■色とりどりの傘の花。億劫と感じ

てしまいがちな雨ですが、子ども
達の表情は晴れやか。そんな情景
が伝わってきます。

管内の風景写真や自慢の逸品、珍品
野菜など、みなさんの「作品」を募
集しています。ご応募は当ＪＡホー
ムページにある専用フォームからお
寄せ下さい。（携帯からは、以下ア
ドレスへ）掲載者には、素敵なプレ
ゼントを差し上げます。
メール【wg-koho@akita-furusato.or.jp】

●健康情報を読み、手を洗わな
い人が多くいる事に驚いてい
ます。しかし自分も孫達に注意
しながら面倒な時は洗わない
事もあるので反省しています。
	 ／雄物川　Ｋ・Ｉさん（84）

　「いつも」と言われると正直
私も自信がありません。また、
手のしわや指の間、爪まで洗っ
ているかというと・・・。自分
だけでなく、周りに迷惑をかけ
ぬよう、丁寧に手洗いしたいと
思います。

●今年の梅雨は急な雨が続い
たり、日照りが続いたりと果樹
園の除草作業がひっきりなし
です。雨が続くのはイヤです
が、安定した天候が続くのを期
待する毎日です。
	 ／増田　Ｈ・Ｉさん（53）

　異常気象を毎年のように経
験し、このまま続けばそれが

「普通」になってしまいそうな、
そんな恐ろしさを感じていま
す。何が起きてもおかしくない
のだと、対策をしっかりと講じ
ておきたいですね。

●ふるさとの民話が大好きで
必ず最初に読みます。誰でも欲
はあるもの。欲もほどほどにと
自分に言い聞かせました。
	 ／大森　Ｙ・Ｔさん（72）

　昔話や童話には教訓が隠さ
れているものもありますね。子
どもにそのまま伝えるよりス
トーリーとして刷り込んでい
く。そうして昔話や童話は受け
継がれていくのだな、と感じて
います。

●自給用に野菜栽培をやって
おりますので、病気や害虫な
ど、わからない点がいっぱいあ
ります。営農ワンポイントがあ
れば色々対応ができるので本
当に助かります。
	 ／山内　Ｋ・Ｔさん（72）

　ありがとうございます。私も
尻腐れがカルシウム欠乏によ
り引き起こされると初めて知
りました。これからますます暑
くなりますので体調にはくれ
ぐれも気をつけてくださいね。

●「レシピ」今月はどんな自慢
料理かなといつも楽しみにし
ています。長イモは滋養強壮効
果のある食材との事で、早速作
ってみました。暑い日のおやつ
（たばこ）にもいいと大好評で
した。
	 ／十文字　Ｔ・Ｋさん（72）

　早速作っていただいたよう
で、嬉しいです。私も作ってみ
たいと思っています。

楽しい川柳作品をお待ちしております。最優秀作品には、素敵な記念品を進呈！
【９月号のテーマ】「空」　【応募方法】ハガキに川柳作品（パズルにご応募の方はその
答えも）のほか、次頁下段の応募方法①～⑥をご記入の上、ご応募ください【応募先】
〒013-0036 横手市駅前町6─22 総務課　広報担当【応募締切】８月28日㈪必着
＜作品をご応募いただく皆さまへ＞　掲載された作品を横手かまくらＦＭにおいて毎月第４水
曜日午後12時15分頃より（変更あり）ご紹介させていただいております。作品と投稿者名（地
区は除く）をご紹介しますので、ペンネームでのご紹介をご希望の方は必ず記載してください
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タテのカギ

■7月号の答え／カブトムシ
■7月号の当選者／
柿崎　和さん
P.N．4人子のママさん
高橋　スヂ子さん
■応募総数／35通
■正解者数／35通

【応募方法】
ハガキに ①答え ②住所 ③氏名（当選発表時にペンネームが
必要な方は別途記載してください） ④年齢 ⑤電話番号 ⑥当
誌を受け取った場所 ⑦今月の好きな記事とその理由 または、
当誌やJAへのご感想をご記入の上、下記までご応募くださ
い。なお、お寄せ頂いたご意見は「お手紙」のコーナーにて
ご回答させて頂く場合がございます。（①～⑦の項目は必須
となります）

【応募先】
〒013-0036横手市駅前町6-22 JA秋田ふるさと総務課・広報担
当（※応募はホームページからでもOK。トップページの「みな
さんの声と作品をお寄せ下さい！」バナーをクリック！）

【締　切】
　8月28日（月）当日消印有効

●応募方法　※川柳もこちら！

【解き方】全部の問題を解き二重枠の文字
を並べ替えると一つの言葉ができます。そ
れが答えです。

レジャークーラーバッグ
３名さまにプレゼント！

キャンプやBBQに最適！

2	 小玉や種なし、四角い物
などもある果実

5	 縁も――もない人に助け
られた

7	 117に電話をかけると聞
けます

9	 ロシアの酒の代表格
11	 ワインボトルの底に沈ん

でいることも
12	 オランダゼリともいう葉

野菜
14	 木などにぽっかりと開い

た空洞
16	 国語、算数、理科、社会

など
18	 コンニャクイモの生産量

日本一の県
20	 目上の人に勧める席
21	 アンデス、プリンスとい

えば

ヨコのカギ

1	 もくもくと高く盛り上が
る雲

2	 洋風の上履きの一つ
3	 食事作りや掃除、洗濯な

ど
4	 武田信玄から連想される

四字熟語
6	 目や鼻や口があります
8	 酔うと赤くなる人も
10	 古い地層から恐竜の――

が見つかった
13	 和風の宿泊施設です
15	 ――より証拠
17	 日本列島をぐるりと取り

囲んでいます
19	 歩き過ぎて足の裏にでき

ちゃった

沖縄民謡に登場する花です
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理事会
だより

「ジャンボスイカ重さ当てクイズ」の
お知らせ

ＪＡ青年部平鹿支部からのお知らせ

秋田県果樹試験場からのお知らせ

今年も開催します！

お盆用の花　6本束500セット
その他新鮮な野菜・果物　など

良い物を豊富に取り揃えています！
皆様のたくさんのご来場をお待ちしております！

日時／8月12日（土）　午前8時30分～
場所／JA平鹿支店入り口付近
※品物がなくなり次第終了とさせていただきます

【お問い合わせ】平鹿営農センター
電話番号／0182-24-3110

日　時／９月２日（土）  午前９時～午後３時
場　所／県果樹試験場、試験圃場
入場料／無料
内　容／参観デーでは「〝新品種で拓く新た
な果樹産地″注目の果樹新品種情報」と題し
た研究成果発表会として全県域で果樹の産地
化が図れるよう新品種の紹介や栽培方法をお
伝えします。また、試験圃場での研究内容の
公開やブルーベリー苗木プレゼント、くだも
の試食などのイベントを実施します

　十文字営農センターでは、JA産スイカ
を広くPRする企画の一つとして８月24日

（木）に「ジャンボスイカ」コンクールを開
催します。出品された２点を道の駅「十文
字」と秋田ふるさと村に展示して「ジャンボ
スイカ重さ当てクイズ」を実施します。正解
の重さに一番近い方へ平成29年産あきたこ
まち10㌔または十文字産野菜の詰め合わせ
をプレゼント！

平成29年度　注目果樹の最新情報が目白押し！

果樹試験場参観デーを開催します

―　皆様のご来場をお待ちしております！　―

【お問い合わせ】
県果樹試験場　総務企画室
電話番号／0182-25-4224

【お問い合わせ】十文字営農センター
電話番号／0182-44-3101

開催期間／平成29年8月25日（金）午前11時～
　　　　　　　　　　8月30日（水）正午　まで

ローンセンター
お盆期間中の営業体制について

　ローンセンターでは、お盆期間中の営業を
下記の通りとさせていただきます。ご理解と
ご協力をお願いします。

【お問い合わせ】融資推進課ローンセンター
電話番号／0182-38-8601

８月10日（木）通常営業
８月11日（金）祝日　定休日
８月12日（土）休業
８月13日（日）休業
８月14日（月）休業
８月15日（火）午後５時まで
８月16日（水）定休日
８月17日（木）通常営業
８月18日（金）通常営業
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理事会
だより

【第4回定例理事会】
平成29年７月28日開催
出席理事数31名（32名中）
議案（抜粋）
■平成29年度JA秋田ふるさと

米穀共同計算委員の選任につ
いて

■平成29年度りんご・西洋梨
の果樹施設利用料金の設定に
ついて

報告事項（抜粋）
■第１回営農専門委員会の協議

結果について

報告事項第20号
豪雨による被害状況について
　７月22日から23日にかけ
て発生した豪雨により管内で
も甚大な被害を受けました。
７月26日現在でスイカは推
定被害額6000万円、大豆が
188㌶冠水被害を受け、床上
浸水などによる被害家屋は
203棟確認されています。Ｊ
Ａでは７月23日に被害対策
本部(本部長＝小田嶋契組合
長)を設置し、農作物および
家屋の被害状況の確認や調査
を実施しています。

〝月イチきらきら″もっと素敵に
強く、賢く、美しく輝いてみませんか？

地域の女性のみなさんを対象に
「医療」「美容」「料理」「手芸」「伝統」「工芸」
６つをテーマにした講座を実施します。みなさんのご参加を
心よりお待ちしております！

受講期間／平成29年９月～平成30年２月　毎月第３木曜日
時　　間／午前10時～正午（講義により午後の部もあり）
会　　場／JA平鹿支店（講義により現地）
対 象 者／ＪＡ秋田ふるさと管内在住の概

おおむ

ね30～50歳代の女性
募集定員／40名（定員になり次第締め切り）
修 了 証／受講回数が５回以上の方対象（記念品あり）
受 講 料／3,000円（初回）
　　　　　「家の光」を参考図書として使用しますので未購読

の方は６回分（4,382円）を購入いただきます
【お問い合わせ】営農経済部　営農企画課　
ＪＡ秋田ふるさと女性塾事務局
TEL 0182-23-6552（9:00～17:00）／FAX 0182-23-6501
ja.ei-kikaku@akita-furusato.or.jp

旅行センターからのお知らせ

②四国八十八ヶ所お遍路の旅
【後編】 ７泊８日
出発日　平成30年3月１日（木）

検討中の方、興味のある方、どなたでもご参加いただけます。
四国お遍路のベテラン添乗員が疑問にお答えします。

旅行説明会を開催します！

◆日時　平成29年８月22日（火）（14:30～16：00）
◆場所　よこてシャイニーパレス４F　翡翠　横手市駅前町6-22

※説明会参加につきましては、当日の受付もいたしますが、
なるべく事前にお申込みください。参加費は無料です！

【お問い合わせ】旅行センター　TEL0182-35-2681

①四国八十八ヶ所お遍路の旅
【前編】 ７泊８日
出発日　平成29年11月９日（木）四国八十八ヶ所

お遍路の旅

ＪＡ秋田ふるさと女性塾
第６期生を大募集！
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発　行／秋田ふるさと農業協同組合
企画･編集／総務課 〒013-0036秋田県横手市駅前町6番22号
印　刷／㈱全農ビジネスサポート秋田支店

TEL ／ 0182-35-2630
FAX ／ 0182-35-2701
E-mail ／ fu.staff@akita-furusato.or.jp 検索サイトでＪＡのホームページに簡単アクセス！

編 集 後 記ＪＡの概況 Situation

JA通信

組合員数…………………… 17,618人

（正組合員）……………… 12,974人

（准組合員）………………… 4,644人

貯金…………………1013億8271万円

貸付金……………… 323億6675万円

購買品供給高………… 18億4464万円

販売品販売高………… 11億6137万円

共済保有高（保障）…… 4292億989万円

（2017年6月末現在）
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９
月
１
日
は

「
防
災
の
日
」
で
す
。
大
正
12
年
９

月
１
日
に
発
生
し
た
関
東
大
震
災
に

ち
な
ん
で
昭
和
35
年
に
制
定
さ
れ
ま

し
た
。
災
害
を
完
全
に
防
ぐ
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
が
、
被
害
を
最
小
限
に

食
い
止
め
る
こ
と
は
で
き
る
と
思
い

ま
す
。
私
の
所
は
大
丈
夫
だ
ろ
う
と

慢
心
せ
ず
、
日
頃
か
ら
で
き
る
こ
と

を
し
て
お
き
た
い
も
の
で
す
ね
。

　

万
一
の
際
は
と
に
か
く
命
を
最
優

先
に
守
り
ま
し
ょ
う
。
　
　
　（
み
）

　

昔
む
が
し
或あ

る

ど処
さ
、
性し

ょ

ね根
の
悪わ

り
ぃ
オ
オ
カ
ミ
、
え
だ
け
ど
。

　

退ひ
ま
っ
け屈
だ
お
で
徘う

ら
か
ら徊
し
て
だ
ば
、

彼あ

っ

ち方
が
ら
ウ
サ
ギ
、
や
っ
て
来
た
け

ど
。「
ち
ょ
う
ど
良え

ぇ
。
少び

ゃ
っ
こ々

、
玩か

弄も

っ
て
や
る
べ
」
ど
思
っ
て
「
ウ
サ

ギ
、
川
向
う
さ
、
綺
麗
だ
花
っ
こ
咲

い
で
る
。
見
に
行
が
ね
ゃ
が
」
っ
て

声
っ
こ
掛
げ
だ
け
ど
。
ウ
サ
ギ
、
知

ら
ね
ゃ
振
り
し
て
通
り
過
ぎ
る
ど
し

た
ど
も
、
あ
ん
ま
り
し
つ
こ
い
な
で

根
負
げ
し
て
し
ま
っ
て
、
オ
オ
カ
ミ

さ
付
い
で
行
ぐ
ご
ど
に
し
た
け
ど
。

　

オ
オ
カ
ミ
、 

川
岸
さ
着
い
だ
ば

「
向
ご
う
岸
さ
、
綺
麗
だ
花
っ
こ
、

沢え
っ
ぴ
ゃ山
咲
い
で
る
べ
」
っ
て
言
い
な
が

ら
、
拾
っ
た
枯
れ
木
で
橋
架か

げ
だ
け

ど
。「
さ
あ
ウ
サ
ギ
、先
に
渡
れ
」
っ

て
言
う
け
ど
。「
何な

え

だ
が
、
折お

し
ょ

れ
そ

う
だ
」
っ
て
言
っ
た
ば
、「
大
丈
夫

だ
で
ば
。
俺
ら
、
常い

っ
つ
も々

渡
っ
て
る
が

ら
」
っ
て
言
う
な
で
、
ウ
サ
ギ
、
恐

る
恐
る
渡
り
始
め
だ
け
ど
。
し
た
ど

ウ
サ
ギ
の
仕
返
し

も
、
途
中
ま
で
渡
っ
た
ば
ボ
ギ
っ
と

折
れ
で
、
ア
ッ
と
い
う
間
に
川
さ
落

ぢ
で
し
ま
っ
た
け
ど
。「
助
け
で
け

れ
」
っ
て
叫さ

が

び
な
が
ら
、
ど
ん
ど
ど

流
さ
れ
て
行
っ
た
け
ど
。オ
オ
カ
ミ
、

流
さ
れ
る
ウ
サ
ギ
ど
ご
見
で
、
手
叩

い
で
喜
ん
で
る
け
ど
。

　

川
下
さ
流
さ
れ
だ
ウ
サ
ギ
、
必
死

で
岩
さ
掴つ

か

ま
っ
て
、
や
っ
と
の
思
い

で
川
が
ら
這は

い
上
が
っ
た
ど
。

　

翌
朝
、「
オ
オ
カ
ミ
、オ
オ
カ
ミ
」っ

て
叫
び
な
が
ら
戸
叩
ぐ
者
い
だ
け

ど
。「
う
る
し
ゃ
。早あ

さ
っ
ぱ
ら朝
が
ら
誰
だ
」っ

て
戸
開
げ
だ
ば
、
死
ん
だ
は
ず
の
ウ

サ
ギ
が
立
っ
て
ら
け
ど
。
ウ
サ
ギ
、

ニ
コ
ニ
コ
し
な
が
ら
「
あ
れ
が
ら
海

さ
流
れ
着ち

で
、
大お

っ

き
た
カ
メ
さ
乗
っ

て
竜
宮
城
さ
行
っ
て
き
た
。
乙
姫
様

に
饗も

て

な応
さ
れ
で
大た

い

し層
た
面
白
れ
が
っ

た
な
で
、礼
言
い
に
来
た
ど
ご
だ
」っ

て
言
う
け
ど
。
オ
オ
カ
ミ
、「
俺お

ら

も
行
ぎ
で
ゃ
ど
も
、
泳
げ
ね
ゃ
が

ら
な
」
っ
て
言
っ
た
ば
、「
大
丈
夫

だ
。
俺
ら
、
連ち

で
行
っ
て
け
る
」
っ

て
、
川
岸
さ
向
が
っ
た
け
ど
。
ウ
サ

ギ
、
川
岸
さ
着ち

だ
ば
大
き
た
袋
の
口

開
げ
で
「
こ
の
袋
さ
入ひ

ゃ

っ
て
流
れ
で

行
げ
ば
、海
さ
着
ぐ
。
早
ぐ
入
れ
」っ

て
言
う
け
ど
。「
足
出
で
る
。
尻お

っ

ぱ尾

出
で
る
。
も
っ
と
奥
さ
入
れ
」
っ
て

言
わ
れ
だ
オ
オ
カ
ミ
が
袋
の
奥
で
体

丸
め
だ
ば
、
ウ
サ
ギ
が
え
て
袋
の
口

ギ
ュ
ッ
と
締
め
ら
え
で
バ
ン
と
蹴け

っ

飛
ば
さ
れ
だ
け
ど
。
ゴ
ロ
ゴ
ロ
ど
転

が
っ
て
川
さ
落
ぢ
だ
オ
オ
カ
ミ
、
プ

ク
ラ
プ
ク
ラ
ど
流
れ
で
行
っ
た
け

ど
。「
苦
し
い
。
誰
が
、
助
け
で
け

れ
」
っ
て
叫
び
な
が
ら
川
の
底
さ
沈

ん
で
、
二
度
ど
浮
ぎ
上
が
っ
て
こ

ね
ゃ
が
っ
た
ん
だ
ど
。

と
っ
ぴ
ん
ぱ
ら
り
の
ぷ
う

●
再
話
／
中
川
文
子
　
●
画
／
佐
々
木
愉
美
子


